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研究成果の概要（和文）：企業経営において、デザインの重要性が高まっている。しかしながら、デザインによ
って経済的価値が生み出されていることにはコンセンサスがあるものの、その定量的な評価が行われていない。
そこで意匠の書誌データに基づき、デザイン生産マップを作成することを通じて、（1）デザインの経済性を評
価する指標の開発、（2）デザイナーに関わる企業内組織構造を評価する指標の開発、（3）デザイン生産への企
業内組織構造の効果の分析、を行った。その結果、意匠権の被引用数がデザインの経済性評価指標として有用で
あることが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：There is a broad consensus that the economic value is created by design in 
business operations, but its quantitative evaluation is under development. This research is focus 
on, (1) development of indicators to evaluate the economic value of design, (2) development of 
indicators to evaluate the organization structure within a company related to designers, (3) 
analysis of the effect of organizational structure within the company to design production, through 
the creation of a design production map based on the bibliographic data of the design rights. As a 
result, it became clear that the cited number of design rights is useful as an economic evaluation 
index of design.

研究分野： 技術経営

キーワード： 意匠権分析　デザイン生産
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 

（1）企業経営において、デザインの重要性

が高まっている。企業が提供する価値は、

機能的価値、感性的価値、社会的価値など

に分類可能であるが、デザインはそれらの

価値を生み出す上で重要な役割を担ってい

る。価値創造プロセスの中でデザインをい

かに活用していくのかが問われている。政

策レベルでも、従来は製品の差別化といっ

た観点からデザインの振興が図られてきた。

更に近年では、イノベーションは単なる技

術革新ではなく、新たな価値を創造するこ

とであるという観点から、「デザイン・イン

スパイアード・イノベーション」という概

念が主張されるなど、イノベーションにお

けるデザインの重要性が指摘されている[1]。 

（2）このようにデザインの重要性は様々な

形で訴えられているが、現実にデザインを

戦略的に活用しようという企業は少ない。

科学技術政策研究所の調査によれば、日本

において広義のデザイン活動を行っている

企業は 67.3%に上るが、デザイン戦略を有

する企業は 18．41%でしかない[2]。この理

由の一つは、デザインによって経済的価値

が生み出されていることにはコンセンサス

があるものの、その定量的な評価が行われ

ていないことにある。一方でデザインにか

かるコストは明確に算出できるために、数

字を重視する企業経営者からデザイン部門

をプロフィットセンターではなく、コスト

センターであると認識されることになり、

戦略的な活用につながりにくい[1]。 

（3）デザイン産業についての公式の統計と

しては経済産業省の「特定サービス産業実

態調査」があるが、デザイン生産の大きな

部分を占めると考えられるインハウスデザ

イナーについては対象としていない。また

デザインに関する知的財産権としては意匠

があるが、東証一部上場の製造業企業につ

いて意匠の創作者住所の管理について調査

したところ、約 7 割の企業で本社住所によ

り管理しており、意匠の書誌データをその

まま企業内組織構造や地域イノベーション

システムのデザイン生産性への影響を分析

する指標として用いることは不適当である。

デザインの経済価値を評価する手法を確立

することが望まれる。 
 
２．研究の目的 

以上のような背景の下、本研究は、企業

内組織構造や地域イノベーションシステム

のデザイン生産性への影響を分析する指標

を開発し、それに基づきデザインの経済的

影響について分析を行うことを目的とする。

具体的には、意匠の書誌データに基づき、

デザイナーの所属を特定することによって

デザイン生産マップを作成することを通じ

て、（1）デザインの経済性を評価する指標

の開発、（2）デザイナーに関わる企業内組

織構造を評価する指標の開発、（3）デザイ

ン生産への企業内組織構造の効果の分析、

を行う。 
 
３．研究の方法 

(1) 意匠は「物品のより美しい外観、使っ

てより使い心地のよい外観を探求するも

の」であり、それを登録することによって

経済的利益を確保しようとするものである

ことから、デザインの経済的価値の指標と

して活用できる可能性がある。ただ意匠の

創作者の住所／所属情報については統一的

な運用がなされておらず、多くの企業（東

証一部上場の製造企業のうち約 7 割）で本

社住所を創作者住所としている。このため

創作者住所といっても実際の創作地の住所

とはみなせない。このため、創作者の住所

／所属について、デザイナーに関するデー

タベースを参照することによって特定する。 

(2) デザインの経済的価値を評価するた

めに、意匠権の被引用数をデザインの経済

価値の指標として利用することが有効であ



る か を 検 証 す る 。 Hall, Jaffe, and 

Trajtenberg (2005)が、集計的には特許が

生み出すイノベーションの経済的価値と被

引用数との間には比較的高い相関があるこ

とを検証することで、その有効性を示して

いる[3]。 

(3)以上のデザイナーの所属情報に基づく

企業内組織構造およびデザインの経済価値

指標を用いることにより、企業内組織構造

がデザイン生産性に与える影響について、

分析を行う。 

 
４．研究成果 

（1）デザインの経済価値を計測する指標

として意匠の被引用数が有効であることを

検証するために、２つの品目（ボールペン

と椅子）について、1995～20013 年を対象

にグッドデザイン賞受賞作品の意匠(1,031

件)とそれ以外の意匠（6,876 件）について

被引用数等の指標に差が生ずるのかを検証

した。その結果、ボールペンにおいても椅

子においても、グッドデザイン賞とそれ以

外のグループでは、グッドデザイン賞グル

ープの方が被引用数が有意に大きいことが

明らかとなった。また特許に関しては、被

引用数の議論を行う際に自己引用（ここで

は出願人／意匠権者が同一な意匠に引用さ

れ る こ と ） が 問 題 と な る 。

Hall,Jaffe,Trajtenberg(2005)は、自己引

用は技術の占有可能性を高めることから、

自社にとって企業外部からの引用よりも経

済的価値が高いことを示した[3]。意匠に関

して見ると、自己引用数はボールペンにお

いても椅子においてもグッドデザイン賞と

それ以外のグループ間で違いが見られなか

った。以上の分析から、技術のマクロ的経

済価値評価を特許の被引用数を用いて行う

ことができるのと同様に、デザインのマク

ロ的経済価値評価については意匠の被引用

数によって行える可能性が示されたと考え

られる。また、ボールペンと椅子という二

つの製品領域に限ってのことであるが、製

品領域間の被引用数の平均値の差はグッド

デザイン賞とそれ以外の差ほど大きくはな

く、複数の製品領域に関連する企業等のデ

ザインのマクロ的経済価値評価の際に、製

品領域毎に評価を行う必要がない可能性が

示唆された。 

 (2) Hertenstein et al. (2005)は、良いデザ

インが企業の財務業績や株式市場のパフォ

ーマンスに関連しており、有効性の高いデ

ザインを持つ企業のパフォーマンスは、売

上に対するリターン、資産に関するリター

ン、株式市場におけるパフォーマンスにつ

いて、比較的高いことを実証している[4]。

この研究では、企業のデザインの有効性を

計測するにあたって、9 つの業界にわたる

93 社の米国上場企業を、138 名の工業デザ

インの専門家の意見に基づいて、それぞれ

の企業のデザインの有効性の定性評価測定

を行っている。このようにデザインの価値

評価法は、モニタリングやアンケート等、

ミクロ的な評価法が主流となっており、非

常に労力を要し、かつ客観性・再現性に欠

けることが問題となっている。 

以上の枠組みに習って、上場企業 151 社

について、2006～2010 年を対象に、デザ

イン指標（①所有意匠権数に対する被引用

数の比率（以下、被引用数率）、②所有意匠

権数、③所有意匠権の被引用数）における

優位企業グループと劣位企業グループの企

業パフォーマンス指標（①売り上げに対す

るリターン（3 指標）、②資産に対するリタ

ーン（3 指標）、③成長率（5 指標））の比

較を行った。 

以上の結果、①売上に対するリターンに

ついては、所有意匠権の被引用数において、

売上高 EBITDA 率で 1%水準で統計的に有意

差があり、優位企業グループの順位平均値

は劣位企業グループより高い値を示してい



る。しかしながら他の指標については有意

差がなく、意匠権に関する指標と売上に対

するリターンの間には関連性が低いと考え

られる。 

②資産に対するリターンについては、被

引用数率において、総資本 EBITDA 率では

1%水準で、総資本営業利益率および総資本

当期純利益率では 5%水準で、統計的に有意

差があった。所有意匠権数においては、総

資本 EBITDA 率で 5%水準で統計的に有意差

があった。所有意匠権の被引用数において

は、総資本 EBITDA 率で 1%水準で、総資本

営業利益率においては 5%水準で、統計的に

有意な差が見られた。従って被引用数率お

よび所有意匠権の被引用数の値が大きいほ

ど、資産に対するリターンが大きいことが

示された。また、所有意匠権数と資産に対

するリターンとの関連性は低いと考えられ

る。 

③成長率については、被引用数率、所有

意匠権数、所有意匠権の被引用数の 3つの

意匠権に関する指標おいて、統計的に有意

な差は見られなかった。よって、3 つの意

匠権に関する指標と成長率の間に関連はほ

とんどないと考えられる。 

まとめると、資産に対するリターンに関

しては、デザイン資産の価値が影響を及ぼ

していると考えられる。またデザイン資産

の価値評価に関しては、意匠権の被引用数

率による計測が最も妥当である可能性が示

された。 

（3）企業内の組織構造がデザイン生産性

に及ぼす影響について分析を行った。2001

から 2012 年度までの年間意匠権取得数上

位20社に入ったことのある企業プール（56

社）の中から、2015 年時点で存在している

上場企業 33 社を対象とした。 

企業のデザイン活動について、水準指標

（①意匠件数、②意匠権売上高比率、③創

作者数、④創作者売上高比率）、構造指標（①

単独創作者比率、②意匠権あたり平均意匠

権者数、③外部デザイナー比率、④エース

（100 件以上の意匠を創作した創作者）比

率、質指標（平均被引用数）を設定した。

その結果、デザイン活動の水準は業界内で

のばらつきが大きいこと、デザイン活動の

構造については、①エースデザイナーへの

依存度が企業によって異なる。②内部デザ

イナーの方が外部デザイナーよりも共同創

作活動が多い。③外資系企業は日本企業と

比べると外部デザイナーへの依存度が低い。

④外資系企業は日本企業と比較すると共同

での創作活動が多い。ということが明らか

となった。またこれらの指標と企業パフォ

ーマンス指標との相関分析を行った結果、

⑤企業規模が小さいとエース比率が高くな

る。⑥デザイナーの外部比率が高まると営

業利益率が低くなる。⑦インハウスデザイ

ナーは外部デザイナーよりも経済的価値の

高いデザインを創作している（電気産業、

建設設備業を除く）。⑧エースデザイナーは

経済的価値の高いデザインを創作している

（輸送機械、建設設備行を除く）。ことが明

らかとなった。 
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